
【調査目的】

【調査期間】
令和５年２月１日（水曜日）～ ２月３日（金曜日）

【留意点】
※質問文及び選択肢などの長い文章については、簡略化して表示している場合があります。

※数値（％）は、各実数を元に比率表示し、小数第2位を四捨五入しています。
　　したがって、内訳の合計が全体の計に一致しないことがあります。

【回答者数と内訳】

●回答者数 500名

●回答者の性別

●回答者の年代

その他 0 0.0%

100 20.0%

合計 500 100.0%

60歳以上

合計 500 100.0%

年代 人数 割合

40歳～49歳 100 20.0%

大阪市の施策全般について

民間ネット調査（令和５年２月実施）の結果

　大阪市では、「めざす姿」を実現し豊かな大阪をめざすため、「①ウィズコロナにおける対策と大阪の再生」と「②ポス
トコロナに向けた府市一体による大阪の成長」という方針のもと、「新型コロナウイルス感染拡大防止対策の充実」、
「市民サービスの充実」、「大阪経済の再生」、さらに「経済成長に向けた戦略の実行」、「都市インフラの充実」、「防災
力の強化」、「成長産業の育成」という具体的な施策を重点的に推進しています。
　この７つの具体的な施策について、ご意見をお聞きし、今後の参考とすることを目的としています。

【参考：ホームページ】
　市政運営の基本方針
　　https://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/page/0000558377.html
　大阪市政　主な取組
　　https://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/page/0000565004.html

※本アンケートの回答者は民間調査会社に登録するインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サン
　　プルのように「市民全体の縮図」ではありません。そのため、調査結果は、「市民全体の状況」を示すものではなく、
　　あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまります。 

女性 250 50.0%

年代 人数 割合

男性 250 50.0%

《 めざす姿 》
・新型コロナウイルス感染拡大の防止、市民生活への支援及び大阪経済の再生を進め、コロナを乗り越えた先に
　ある大阪の成長・発展を確たるものとし、日本の成長をけん引する東西二極の一極として、世界に存在感を発揮
　する「副首都・大阪」の確立・発展をめざす。
・将来も活気があり続け、誰もが安心して暮らすことができるよう、子育てや子どもたちを取り巻く環境の整備など
　を着実に行い、「重大な児童虐待ゼロ」の実現をめざす。
・地域において、多様な活動主体が「自らの地域のことは自らの地域が決める｣という意識のもと、相互に理解し信
　頼し合いながら協働して豊かなコミュニティが形成されること、さらにこれらの活動主体と行政とが協働して　「公
　共」を担う、活力ある地域社会の実現をめざす。

50歳～59歳 100 20.0%

18歳～29歳 100 20.0%

30歳～39歳 100 20.0%
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【結果の概要】

あまり推進しなくてよい 25 5.0%

推進しなくてよい 29 5.8%

わからない 125 25.0%

合計

問2 今後、「子育て・教育環境の充実」について、どのようにすればよいと思いますか。

令和４年度の回答結果
回答者全体
(500名）

より一層、推進した方がよい 159 31.8%

これまでと同様に推進すればよい 162 32.4%

合計

わからない 164 32.8%

合計 500 100.0%

【調査結果】

大いに進んでいると感じる 15 3.0% 「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答えた
方が28.0％、「あまり進んでいないと感じる」、「全く進んでいな
いと感じる」と答えた方が39.2％となっており、昨年度と比較す
ると「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答
えた方が4.0ポイント減少している。

進んでいると感じる 145 29.0%

あまり進んでいないと感じる 147 29.4%

全く進んでいないと感じる 39 7.8%

わからない 154 30.8%

【調査結果】

より一層、推進した方がよい 156 31.2% 「より一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推進すれ
ばよい」と答えた方が64.2％、「あまり推進しなくてよい」、「推
進しなくてよい」と答えた方が10.8％となっており、６割以上の
方が推進した方がよいと答えているが、昨年度と比較すると
「より一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推進すれ
ばよい」と答えた方が3.4ポイント減少している。

これまでと同様に推進すればよい 182 36.4%

あまり推進しなくてよい 28 5.6%

推進しなくてよい 33 6.6%

わからない 101 20.2%

合計 500 100.0%

47 9.4%

問１

「子育て・教育環境の充実」が進んでいると感じられますか。

　主な取組み：保育所入所枠確保、安全・安心な保育環境の整備、ICT教育の充実、不登校対策、
　　　　　　　　　児童虐待防止対策、子どもの貧困対策、ヤングケアラー支援　など

令和４年度の回答結果
回答者全体
(500名）

大いに進んでいると感じる 19 3.8%

進んでいると感じる 121 24.2%

500 100.0%

あまり進んでいないと感じる 149 29.8%

全く進んでいないと感じる

500 100.0%

昨年度の回答結果
回答者全体
(500名）

昨年度の回答結果
回答者全体
(500名）

3.8%

24.2%

29.8%

9.4%

32.8%

大いに進んでいると感じる

進んでいると感じる

あまり進んでいないと感じる

全く進んでいないと感じる

わからない

31.8%

32.4%5.0%

5.8%

25.0% より一層、推進した方がよい

これまでと同様に推進すればよい

あまり推進しなくてよい

推進しなくてよい

わからない
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合計 500 100.0%

わからない 141 28.2%

進んでいると感じる 104 20.8%

あまり進んでいないと感じる 164 32.8%

令和４年度の回答結果
回答者全体
(500名）

大いに進んでいると感じる 20 4.0%

問3

 「大阪経済の再生」「経済成長に向けた戦略の実行」が進んでいると感じられますか。

　主な取組み：2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の開催準備、
　　　　　　　　　都市・まちのＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進、脱炭素社会の実現、
　　　　　　　　　観光関連産業や文化芸術活動等の回復・活性化の支援、中小企業等の事業継続の下支え　など

全く進んでいないと感じる 71 14.2%

問4
今後、「大阪経済の再生」「経済成長に向けた戦略の実行」について、どのようにすればよいと思いま
すか。

昨年度の回答結果
回答者全体
(500名）

大いに進んでいると感じる 12

合計 500 100.0%

「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答えた
方が24.8％、「あまり進んでいないと感じる」、「全く進んでいな
いと感じる」と答えた方が47.0％となっており、昨年度と比較す
ると「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答
えた方が2.4ポイント減少している。

【調査結果】

全く進んでいないと感じる 49 9.8%

わからない 116 23.2%

2.4%

進んでいると感じる 124 24.8%

あまり進んでいないと感じる 199 39.8%

あまり推進しなくてよい 34 6.8%

推進しなくてよい 20 4.0%

令和４年度の回答結果
回答者全体
(500名）

より一層、推進した方がよい 179 35.8%

これまでと同様に推進すればよい 137 27.4%

【調査結果】

「より一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推進すれ
ばよい」と答えた方が63.2％、「あまり推進しなくてよい」、「推
進しなくてよい」と答えた方が10.8％となっており、６割以上の
方が推進した方がよいと答えているが、昨年度との比較にお
いても「より一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推
進すればよい」と答えた方が7.0ポイント減少している。

合計 500 100.0%

推進しなくてよい 25 5.0%

わからない 95 19.0%

これまでと同様に推進すればよい 184 36.8%

回答者全体
(500名）

昨年度の回答結果

より一層、推進した方がよい 167

あまり推進しなくてよい

わからない 130 26.0%

合計 500 100.0%

33.4%

29 5.8%

4.0%

20.8%

32.8%
14.2%

28.2% 大いに進んでいると感じる

進んでいると感じる

あまり進んでいないと感じる

全く進んでいないと感じる

わからない

35.8%

27.4%6.8%

4.0%

26.0%
より一層、推進した方がよい

これまでと同様に推進すればよい

あまり推進しなくてよい

推進しなくてよい

わからない
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【調査結果】

大いに進んでいると感じる 18 3.6% 「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答えた
方が24.4％、「あまり進んでいないと感じる」、「全く進んでいな
いと感じる」と答えた方が44.8％となっており、昨年度と比較す
ると「大いに進んでいると感じる」、「進んでいると感じる」と答
えた方が6.2ポイント減少している。

回答者全体
(500名）

問5 「豊かな大阪の実現」に向けた施策が進んでいると感じられますか。

令和４年度の回答結果

合計 500 100.0%

昨年度の回答結果
回答者全体
(500名）

【調査結果】

より一層、推進した方がよい 149 29.8% 「より一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推進すれ
ばよい」と答えた方が62.8％、「あまり推進しなくてよい」、「推
進しなくてよい」と答えた方が9.2％となっており、６割以上の方
が推進した方がよいと答えているが、昨年度と比較すると「よ
り一層、推進した方がよい」、「これまでと同様に推進すればよ
い」と答えた方が4.8ポイント減少している。

これまでと同様に推進すればよい 189 37.8%

あまり推進しなくてよい 30 6.0%

推進しなくてよい

大いに進んでいると感じる 16 3.2%

進んでいると感じる 106 21.2%

3.6%

問6 今後、「豊かな大阪の実現」に向けた施策について、どのようにすればいいと思いますか。

令和４年度の回答結果
回答者全体
(500名）

より一層、推進した方がよい 166 33.2%

わからない 154 30.8%

合計 500 100.0%

昨年度の回答結果

進んでいると感じる 135 27.0%

148 29.6%

あまり推進しなくてよい 18

あまり進んでいないと感じる 150 30.0%

全く進んでいないと感じる 74 14.8%

わからない

全く進んでいないと感じる 55 11.0%

あまり進んでいないと感じる 172 34.4%

120

回答者全体
(500名）

21.8%

合計 500 100.0%

24.0%

合計 500 100.0%

23 4.6%

わからない 109

推進しなくてよい 28 5.6%

わからない 140 28.0%

これまでと同様に推進すればよい

3.2%

21.2%

30.0%

14.8%

30.8%
大いに進んでいると感じる

進んでいると感じる

あまり進んでいないと感じる

全く進んでいないと感じる

わからない

33.2%

29.6%3.6%

5.6%

28.0%
より一層、推進した方がよい

これまでと同様に推進すればよい

あまり推進しなくてよい

推進しなくてよい

わからない
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